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1　オホーツク文化におけるガラス小玉
　オホーツク文化に属する遺跡からは様々な外
来性の財が出土することが古くから注目されて
きた．しばらくは特徴的な財について個別的に

「大陸産」や「本州産」という推定に言及される
程度であったが，菊池 (1976) は外来性と想定さ
れる資料を網羅的に集成し，大陸での出土例に関
しても具体的な事例を挙げて比較を行った上で，
オホーツク文化における外来性要素の出土は「刻
文・爪形文期」に集中すること，大陸における対
応する資料の出土は 7 ～ 8 世紀の靺鞨文化に集
中することを明らかにした．その中で，網走市
モヨロ貝塚および稚内市オンコロマナイ貝塚出
土のガラス小玉について，該当する大陸系の要
素として肯定的に言及している．その後，山田ら
(1995) は新出の資料を含めて同様な作業を行い，
菊池 (1976) の理解を追認している．
　一方，鉄製の刀剣類や青銅製の帯飾板に関して
は，製作地や製作および流入時期に関して詳細
な検討を行った専論が公表されている ( 森 1996; 
1997; 高畠 2011; 天野 1994; 臼杵 2000; 2004
など )．鉄製の刀剣類においては，大陸産と考え
られる曲手刀や鉾と本州産と考えられる直刀や
蕨手刀が存在することから，両者の流入状況の相
違が注目されることとなった．また，蕨手刀に関
しては，本州出土例を含めた詳細な型式学的検討
が行われており，製作時期の限定も進展している
( 黒済 2008; 八木 2010)．一方，青銅製の帯飾板
は非常に特徴的な遺物であることから，大陸出土
例に関しても分布状況がよく把握されており，特
に大陸系要素の流入時期を限定する上で有効な
手掛かりとなる．

はじめに
　オホーツク文化に属する遺跡からは様々な外来
性の財が出土することが注目されてきた．その一
つとしてガラス小玉が存在する．すなわち，ガラ
ス小玉の生産地や流通経路を明らかにすること
は，ユニークな内容を持つオホーツク文化の起源
や交易関係の復元に直結した重要な課題であると
考えられる．しかし，近年におけるガラス研究の
進展を考慮すると，充分な基礎的検討が行われ
てきたとは言い難い．今回，目梨泊遺跡から出
土したガラス小玉について詳細な調査を行う機
会を得たことから，その結果を報告する．調査
対象は 1994 年刊行の報告書 ( 枝幸町教委 1994)
に記載された 1 号墓出土の 6 点 ( 以下では 94 報
fig36-2 ～ 7)，23 号墓出土の 2 点 ( 以下では 94
報 fig79-2 ～ 3)，包含層出土の 2 点 ( 以下では
94 報 fig155-12 ～ 13)，1988 年刊行の報告書 ( 枝
幸町教委 1988) に記載された包含層出土の 1 点
( 以下では 88 報 fig38-1) の計 11 点である ( 図 1)．
　本稿における時期区分は，オホーツク式土器
の包括的な編年として広く参照されている右代
(1991) と目梨泊遺跡出土資料から構築された佐
藤隆広による編年 ( 枝幸町教委 1994)，および両
者を一部修正した高畠 (2011) などに基づく．こ
れらの編年は，オホーツク式土器における装飾グ
ループ間の併行関係の理解に若干の相違を認める
が，基本的な変遷観は一致している．ちなみに，
目梨泊遺跡においてガラス小玉が出土した 1 号
墓および 23 号墓から出土した土器は右代編年Ⅱ
a 期，佐藤編年の a 類で，沈線文系土器と併存す
る段階の刻文系土器で，目梨泊遺跡の墳墓として
は最も古い段階に位置付けられる．
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　その後，高畠 (2005) は外来性で非実用品とし
ての性格が強い財を「威信財」と把握した上で，
オホーツク文化の遺跡から出土する威信財をガラ
ス玉や琥珀玉のような装飾品を中心とした「初期
威信財群」，青銅製の帯飾板・曲手刀・鉄鉾など
を代表とする「前期威信財群」，蕨手刀や直刀を
中心とする「後期威信財群」に大別した．さらに，
群間に構成要素や時間的な重複を認めつつも，そ
れぞれに起源地と流入時期の相違を指摘した．す
なわち，「初期威信財群」はサハリン島との関係
が強く窺われる威信財で 5 ～ 6 世紀，「前期威信
財群」は大陸系の財を中心として 7 ～ 8 世紀，「後
期威信財群」は本州産の武器を中心として 8 ～ 9
世紀，に流入したと理解されている．本稿と関連
する点として，ガラス玉の起源地や流入時期につ
いての評価を他の大陸系要素から分離した点はユ
ニークで注目される．しかし，サハリン島におけ
るガラス玉の生産や多量の流通が想定し難いこと
や，目梨泊遺跡例は「前期威信財群」が流通の中
心となっている段階でも後半に相当し，道北地域
における「初期威信財群」の出土例とは時期差が
大きい点に問題が残る．両者の分類論的な比較が
重要な課題である．ただし，その場合にも目梨泊
遺跡例が，本州系要素よりも大陸系要素と連動す
る可能性が高いという判断は保持されうる．
　ところで，目梨泊遺跡から出土したガラス小玉
に関しては，過去にも材質の調査が行われている
( 岡部・小笠原 1995; 小林・高橋 1995)．岡部・
小笠原 (1995) は「透明感のある濃い青色」のガ
ラス小玉 1 点を分析し，酸化カルシウムを 12%，
酸化カリウムを 5%含んだ典型的な「カリ石灰ガ
ラス系」のガラスで，この材質は本州では目梨泊
遺跡 (8 世紀と想定されている ) よりも約 100 年
前に衰退していることから，遺跡の性格も加味し
て，沿海州からサハリンを経由する北方ルートで
流入したと結論した．ちなみに，このガラス小玉
は，今回の筆者らの分析対象には含まれていな
い．一方，小林・高橋 (1995) は 1 号墓出土品の
6 点中 3 点を除いた計 8 点について分析を行い，
1 号墓や 23 号墓のように同一遺構から出土した
ガラス小玉でも材質が異なるのに対して，1 号墓
の 1 点と 94 年刊行報告書の包含層出土の 1 点の

ように，異なる遺構から出土したガラス小玉に材
質が類似する組み合わせが存在することを指摘し
た．しかし，いずれの調査においても，古代のガ
ラスの材質を区分する上で重要でありながら測定
が容易ではないナトリウム含有量の評価を誤って
おり，そのために標準的なガラスの材質区分との
対応関係を明らかにすることができない．また，
本州出土例に関する岡部・小笠原 (1995) の説明
は完全に誤認であるし，小林・高橋 (1995) によ
る材質の相違の指摘も風化の影響による変動を過
大評価した側面が強い．
　最後に，オホーツク文化の実年代に関する見解
を概観しておく．高畠 (2011) は，ガラス小玉が
出土した 1 号墓や 23 号墓に対して 7 世紀後葉～
8 世紀初頭の実年代を与えている．これは，高畠
(2005) よりも全体的に溯らせた年代観で，後続
する右代編年Ⅱ b 期，佐藤編年の d-1 類で，擬
縄貼付文系土器でも古相に位置付けられる 34 号
墓から出土した蕨手刀について，八木 (2010) が
8 世紀前葉の製作時期を与えている点に依拠した
ものと想定される．ただし，同じ蕨手刀に対して，
黒済 (2008) は 8 世紀中葉～後葉の製作時期を与
えている．一方，臼杵 (2000; 2004) は青銅製の
方形帯飾板の属性分析を行い，Ⅰ期～Ⅵ期に編年
した．その上で，オホーツク文化の遺跡から出土
する方形帯飾板はⅡ期のものに限定されることを
指摘するとともに，製作時期を 8 世紀前半と考
えた．北海道における方形帯飾板の出土例は良好
な出土状況とは言えないが，「前期威信財群」の
代表的な構成要素であることは疑いないので，右
代編年のⅠ b 期～Ⅰ c 期・Ⅱ a 期が 8 世紀前半
と接点を持つことが想定される．
　ところで，オホーツク文化における交易関係の
変化には，中国大陸における政治情勢の変化も大
きな影響を与えていたと考えられている．例えば，
菊池 (1978) は文献記録にある「流鬼」に注目す
る．流鬼は靺鞨の仲介によって貞観 14 年 (640
年 ) に唐へ朝貢したことが記録される民族で，現
在は，一般的にサハリンのオホーツク文化荷担者
に比定されている．そして，このような靺鞨集団
の積極的な外交および交易活動がオホーツク文化
へと大陸系の財が流入する契機であったと理解し
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た．一方で，靺鞨諸族の唐への朝貢記録が天宝
14 年 (755 年 ) を最後に途絶することから，698
年に建国された渤海の支配が周辺地域へと及んで
くる中で，独自の外交や交易活動が制限されたも
のと考えられている ( 大隈 1984; 李 1997 など )．
以上のような理解は，オホーツク文化における大
陸系要素≒「前期威信財群」の流入が時期的に限
定的であることや，想定される実年代とも整合的
である．
　以上の検討から，細部において流動的な部分を
残しているが，筆者らは目梨泊遺跡で出土したガ
ラス小玉の副葬時期を 8 世紀前半頃と想定して
いる．
　
2　調査方法の概要
(1) 顕微鏡観察
　製作技法の推定を目的として実体顕微鏡観察を
実施した．落射光下ではガラス小玉の孔周辺や孔
内部などの細部形状に着目し，透過光下では透明
感や色むらの有無，および内部の気泡の形状や配
列に着目して観察を行った．
　
(2) コンピューテッドラジオグラフィ法
　内部構造の調査，ならびに鉛ケイ酸塩ガラスの
識別を目的として，X 線透過撮影法の一種である
コンピューテッドラジオグラフィ法 (Computed 
Radiography method: CR 法 ) を適用した．CR 法
は，従来のフィルムのかわりにイメージングプ
レート (Imaging Plate: IP) を検出系に用いる方法
である．撮影に用いた装置は，マイクロフォー
カス X 線拡大撮像システム ( 富士フィルム社製 
µFX-1000) とイメージングアナライザー ( 富士
フィルム社製 BAS-5000) である．IP には BAS-
SR2025 を使用した．撮影条件は，管電圧 50 
kV，管電流 50µA，露光時間 60 秒であった．
　
(3) オートラジオグラフィ法
　酸化カリウム (K2O) を多く含むガラス ( カリガ
ラスやカリ鉛ガラス ) の判別を目的としてオート
ラジオグラフィ法 (Auto Radiography method：
AR 法 ) を実施した．AR 法は，物質から放射され
る放射線をフィルムや IP に記録して画像を得る

方法である．本調査において実施した AR 法の手
順は以下のとおりである．まず，資料を直接，IP
上に置き，外部からの放射線を遮断するため，鉛
製の遮蔽箱内に設置した．さらに，遮蔽箱の鉛に
由来する放射線を遮蔽するため，IP の周辺を銅
板で囲った．使用した IP は BAS-SR 2025 であり，
暴露時間は 168 時間とした．また，比較試料と
して，日本岩石標準試料 JB-1a と JG-1a の粉体圧
縮ピース，および BCR126A(IRMM(Institute for 
Reference Material and Measurement) 標準物質 )
を同時に暴露した．これら K2O の含有量は，そ
れぞれ 1.4%，4.0%および 10.0%である．
　
(4) 蛍光 X 線分析法
　ガラス小玉の化学組成を明らかにするため，蛍
光 X 線分析を実施した．顕微鏡下で風化の影響が
できるだけ少ない箇所を選定し，エチルアルコー
ルを用いて表面を洗浄した上で，エネルギー分
散型蛍光 X 線分析装置 ( エダックス社製 EAGLE
Ⅲ ) を用いて測定を実施した．測定結果は，測定
資料と近似する濃度既知のガラス標準試料を用い
て補正した理論補正法 (Fundamental Parameter 
method: FP 法 ) により，検出した元素の酸化物の
合計が 100%になるように規格化した．励起用 X
線源はモリブデン (Mo) 管球，管電圧は，FP 法を
用いた定量分析では 20 kV，20 keV 以上のスペ
クトルを検出する場合には 50 kV に設定した．管
電流は 100 µA，X 線照射径は 112 µm，計数時
間は 300 秒とした．測定は真空中で実施した．

3　ガラス小玉の製作技法
　顕微鏡観察および CR 画像から，目梨泊遺跡か
ら出土したガラス小玉の製作技法は 3 種類 ( 製作
技法①～③ ) に分類される．製作技法①は，孔壁
面が平滑で孔と平行に並ぶ気泡列や孔と平行方向
に伸びた気泡が認められるもので，1 号墓出土の
94 報 fig36-3，94 報 fig36-5，94 報 fig36-6 の
3 点が該当する．軟化したガラスを引き伸ばして
製作したガラス管を分割して小玉を得る，引き伸
ばし法に相当する．なお，引き伸ばし法では，ガ
ラス管を分割した後に再加熱することで丸みを帯
びた小玉に整形する．本資料に関しては，端部に



　　　
① 94 報 fig36-2　　　　　　② 94 報 fig36-3　　　　　　     ③ 94 報 fig36-4　　　　　　   ④ 94 報 fig36-5

             ⑤ 94 報 fig36-6　　　　　　　⑥ 94 報 fig36-7　　　　　　　⑦ 94 報 fig79-2　　　　　　　⑧ 94 報 fig79-3

　　　⑨ 94 報 fig155-12　　　　　　⑩ 94 報 fig155-13　　　　　   ⑪ 88 報 fig38-1

図 1．調査資料一覧（①～⑥：1 号墓出土，⑦～⑧：23 号墓出土，⑨～⑪：包含層出土，縮尺不同）
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図 2．製作技法②③の細部顕微鏡写真 ( 縮尺不同 )
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① 94 報 fig36-2
( 透過光 )

② 94 報 fig36-4
( 透過光 )

③ 94 報 fig36-7
( 透過光 )

④ 94 報 fig36-4
孔内拡大

⑤ 94 報 fig36-7
孔内拡大

⑥ 94 報 fig79-2
上：上面，下：下面

⑦ 94 報 fig79-3
上：上面，下：下面

⑧ 94 報 fig155-12
上：上面，下：下面

⑨ 94 報 fig155-13
上：上面，下：下面

⑩ 88 報 fig38-1
上：上面，下：下面

⑪ 94 報 fig79-2
側面 ( 透過光 )

⑫ 94 報 fig79-3
側面 ( 透過光 )

⑬ 94 報 fig155-12
側面 ( 透過光 )

⑭ 94 報 fig155-13
側面 ( 透過光 )

⑮ 88 報 fig38-1
側面 ( 透過光 )

⑯ 94 報 fig155-12　上面 ( 透過光 ) ⑰ 94 報 fig155-12　下面 ( 透過光 )

⑱ 94 報 fig155-13　上面 ( 透過光 ) ⑲ 94 報 fig155-13　下面 ( 透過光 )
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平坦面が認められ，研磨によると推定される．　  
　製作技法②は，1 号墓出土の 94 報 fig36-2，94
報 fig36-4 および 94 報 fig36-7 の 3 点に適用され
ている技法である．孔と平行に配列した気泡列や
両端面を貫く気泡筋が認められるとともに，CR 画
像からは，X 線の吸収の大きい物質が孔と平行方
向に筋状に含まれていることがわかる ( 図 3)．こ
れらの点においては上述の引き伸ばし法と共通し
た特徴を有するが，一方の端面の角が丸味を持ち，
両端面が非対称となる特徴的な形状を呈し，孔壁
に微細な凹凸が認められる．すなわち，通有の引
き伸ばし法とは異なる技法の可能性が高い．筆者
らが変則的な引き伸ばし法と呼んでいるものに
相当する ( 大賀 2010; 田村 2012)．94 報 fig36-7
は，端面が研磨されているために両端面が非対称
な形状であることが明確でないが，孔壁に微細な
凹凸が認められることから同種の技法によるもの

と判断される．なお，94 報 fig36-4 および 94 報
fig36-7 の孔内には白色物質が付着している ( 図 2-
④⑤ )．これらのガラス小玉の製作における芯棒
の利用とそれに伴う離型剤の可能性も考えられる
が，本調査は非破壊調査のため，これらの白色付
着物を同定することはできなかった．
　製作技法③は，23 号墓出土の 94 報 fig79-2，
94 報 fig79-3 と， 包 含 層 出 土 の 94 報 fig155-
12，94 報 fig155-13，および 88 報 fig38-1 の 5
点が該当する．これらのガラス小玉は，両端面が
著しく研磨されて筒状を呈するが，94 報 fig155-
12，94 報 fig155-13，および 88 報 fig38-1 の肩
部はやや丸みを帯びており，端面が研磨される前
はやや丸みを帯びた形態であったと推察される．
　さらに，これらに共通する特徴として，孔の大
きさが両端面で異なる点が挙げられる．これは，
側面の CR 画像からも明らかである ( 図 3)．ここ

94 報 fig36-2 94 報 fig36-3 94 報 fig36-4

94 報 fig36-5 94 報 fig36-6 94 報 fig36-7

94 報 fig36-2 94 報 fig36-3 94 報 fig36-4

94 報 fig36-5 94 報 fig36-6 94 報 fig36-7

94 報 fig79-2 94 報 fig79-3 94 報 fig155-12 94 報 fig155-13 88 報 fig38-1

図 3．目梨泊遺跡出土ガラス小玉の CR 画像
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では，便宜的に孔径の大きい方の端面を上面，も
う一方を下面と呼ぶ．上面の開孔部周辺から孔内
壁にかけては皺状の凹凸が顕著に観察される．一
方，下面の孔周辺には皺状の凹凸は認められず，
孔内壁も平滑である ( 図 2- ⑥～⑩ )．
　気泡の状態については，一見するとその伸長方
向や並びに規則性がないように見える．透過光下
で観察すると，側面では 3㎜前後のブロック単位
で気泡列が断絶しており，ガラスの色調や透明感
が微妙に異なることがわかる ( 図 2- ⑪～⑮ )．3
㎜前後の複数のガラス小片を融着することで，二
次的に小玉サイズ (8㎜前後 ) のガラス素材を作出
したと考えられる．一方，小口面の気泡を透過光
下で観察すると，上面と下面で伸長方向や配列方
向が異なることがわかる．孔径の大きい上面では
気泡が孔内部へ向かって伸長する ( 図 2- ⑯⑱ )．
一方，孔径の小さい下面では，孔を取り巻く方向
に気泡が伸長，または気泡列が並ぶ ( 図 2- ⑰⑲ )．
　以上に述べたような孔の形状や両端面の開孔部
における気泡の状態は，筆者らが包み巻き法と呼
んでいる技法との類似性が高い．ただし，これま
でに確認されている包み巻き法によるガラス小玉
には，本資料のような複数のガラス小片を融着し
たものを利用したものは認められない．
　ところで，複数のガラス小片を融着して製作す
る方法として，片面に半球状の型穴を多数配列し
たガラス小玉用の鋳型を用いる鋳型法が知られ
る．ただし，鋳型法で製作されたガラス小玉は，
全体に丸みが強い扁球形や洋梨形を呈し，本資料
のように側面が直線的で，端面が強く研磨されて
円筒形を呈するものは存在しない．また，鋳型法
で製作されたガラス小玉は，多くの場合，表面や
孔内壁に突出部が残されている点でも本資料の特
徴とは異なる．
　以上のように，製作技法③は二次的な製作技法
の一種であるが，これまでに類例が知られていな
い特殊な技法であるといえる．

4　基礎ガラスの材質と着色剤
　CR 法による X 線透過撮影の結果，本調査資料
の中には X 線の吸収が顕著に大きい個体は認め
られなかった．すなわち，いずれもアルカリ珪

酸塩ガラスの可能性が高いと判断された．ただ
し，94 報 fig36-2，94 報 fig36-4 お よ び 94 報
fig36-7 の 3 点については，上述したように内部
に X 線の吸収の大きい物質が含まれており，小
口面の CR 画像では，孔を取り巻くような渦状に
認められる ( 図 3)．これらのガラス小玉の小口
面を透過光下で観察すると，淡青色半透明を呈す
る部分と無色部分が混在しており，X 線の吸収が
大きい部分は淡青色半透明部分と対応する ( 図 2-
①～③ )．すなわち，X 線の吸収の大きい物質は
ガラスの着色成分に由来すると考えられる．
　次に AR 法の結果を図 4 に示す．同時に暴露し
た標準資料との比較から，いずれも日本岩石標準
試料 JB-1a と JG-1a の粉体圧縮ピースの中間程度
の酸化カリウム (K2O) を含有する可能性が高いこ
とが示唆された．
　上記の結果をふまえて蛍光 X 線分析を実施し
た．特に，製作技法③に分類したガラス小玉は複
数のガラス片が融着されたものと考えられること
から，ひとつの資料につき 3 箇所ずつ測定した．
結果を表 1 と図 5 に示す．
　まず，製作技法③に分類したガラス小玉では，
個体間である程度分析値に差異が存在するにもか
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図 4．目梨泊遺跡出土ガラス小玉の AR 画像



5　考察
(1) 分類的評価
　前章までの検討において，目梨泊遺跡から出土
したガラス小玉には 3 種類の製作技法と 2 種類
の材質が認められ，両者の組み合わせ関係から 3
種類のガラス小玉が認識された．本稿では，製作
技法① ( 引き伸ばし法 ) で材質①のガラス小玉を
Ⅰ類，製作技法② ( 変則的な引き伸ばし法 ) で材
質②のガラス小玉をⅡ類，製作技法③ ( 二次的な
製作技法 ) で材質①のガラス小玉をⅢ類とする．
以下では，それぞれの分類単位について，筆者ら
によるガラスの材質およびガラス小玉の分類的研
究との対応関係を確認する．
　Ⅰ類の材質は MgO: 0.8%，K2O: 1.9 ～ 2.5%，
CaO: 1.9%，Al2O3: 6.4 ～ 8.0%の範囲にまとまる
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かわらず，個体内では 3 箇所の分析値が極めて
近似した値を示した．すなわち，ひとつのガラス
小玉を構成するガラス片は，もともと同一のガラ
ス素材に由来する可能性が高い．
　また，FP 法による半定量計算の結果，いずれ
も酸化ナトリウム (Na2O) を 10%以上含有する一
方，K2O の含有量が 5%未満で PbO 含有量も 1%
未満と少ないことから，ナトリウムを融剤とした
ソーダガラスであることが確認された．さらに，
酸化マグネシウム (MgO) と酸化カリウム (K2O)，
酸化カルシウム (CaO) と酸化アルミニウム (Al2O3)
の含有量比から二種類に分類することができた
( 図 5)．すなわち，MgO の含有量が 1.5%よりも
少なく，かつ Al2O3 が多く CaO が少ないグルー
プ ( 材質① ) と，MgO と K2O がどちらも 1.5%よ
りも多く，かつ Al2O3 が少なく CaO が多いグルー
プ ( 材質② ) である．
　次に，着色に関与する成分について述べる．本
調査対象資料はいずれも淡青色を呈し，酸化銅
(CuO) を 0.30 ～ 1.19%含有することから，銅イ
オンが主要な着色要因である．また，いずれの資
料からも僅かに鉛と錫が検出された．ただし，材
質②については酸化鉛 (PbO) の含有量が他の資料
に比べて明らかに多い．さらに，スタンダードレ
スの FP 法による計算値ではあるが，酸化錫 (SnO2)
についても他の資料に比べると高い値を示した．
これらの成分は着色剤の銅原料に由来する可能性
がある．
　そこで，材質②の 94 報 fig36-4 について蛍光
X 線分析法による元素マッピングを行ったとこ
ろ，銅の検出強度の高い部分は鉛の強度も高いこ
とがわかった ( 図 6)．銅と鉛の検出強度の強い部
分は顕微鏡下でも青色味が強く，両成分の検出強
度が低い部分は青色味が弱く無色に近い色調を呈
する．以上から，材質②に含まれる鉛に関しては
着色剤の銅原料に由来する可能性が高い．一方，
錫に関しては測定領域全体から一様に検出されて
おり，銅原料に由来するとは言えない．どのよう
な理由で材質②に錫が多く添加されているのかに
ついては明らかにすることができなかったが，少
なくとも材質①と材質②では着色に用いられた銅
原料が異なることが明らかとなった．

図 5．目梨泊遺跡出土ガラス小玉の材質的特徴
( 上：MgO-K2O，下：CaO-Al2O3)
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多いことから二次的な製作技法が想定される．し
かし，全体的な形状や孔内の特徴は，本州以南で
普遍的に出土する鋳型法で再生されたガラス小玉
とは異なる．二次的に製作されたガラス管玉には
類似した特徴を具備するものも存在するが，Ⅲ類
は一点造りの小玉であったと推定されることか
ら，ガラス管玉の分割品とも考え難い．管見では
製作技法が共通する資料は見出せず，具体的な製
作技法も不明な点が多い．ただし，二次的な製作
技法ではあるが，同一個体内では材質の変異は
非常に小さく，雑多な素材が混合されたとは考
えられない．また，全体として材質は MgO: 0.2
～ 0.6 %，K2O: 1.3 ～ 3.8 %，CaO: 1.3 ～ 2.7 %，
Al2O3: 7.1 ～ 10.5 % の 範 囲 に ま と ま る ( 図 5)．
MgO や CaO の含有量が少なく，Al2O3 の含有量
が多い点が特徴である．銅で着色された淡青色半
透明を呈し，TiO2 の含有量が多い．目梨泊遺跡
のⅢ類の製作においては，Oga・Tamura(2013)
における材質の分類では Group SIIB に該当する
ガラスが素材として選択的に使用されたと考えら
れる．

(2) 年代的含意
　Ⅰ類が包含される Group SIIB は引き伸ばし法
で製作されたモノトーンのガラス小玉が圧倒的に
多く，直径が 6㎜以下の小型品が占める割合が極
めて高い点で，インド・パシフィックビーズの代
表的な構成要素である．Group SIIB は適用される
着色技法が多様で，色調ごとに出現時期が異なる
( 大賀 2002; 肥塚ほか 2010)．本州以南の日本列
島では，銅で着色された淡青色のものが最も早く
古墳時代前期後葉 (4 世紀前半 ) に出現し，古墳
時代後期中葉 (6 世紀中葉 ) までは断続的に流入
する．微妙な色調の相違から，目梨泊遺跡のⅠ類
は中期後半 (5 世紀後半 ) ～後期中葉に流入する
ものと類似する．ただし，日本列島では Group 
SIIB が最も出土数の多い材質グループで (Oga・
Tamura 2013)，その中で銅着色のものが最も多
いことから，古墳時代後期後葉以降の墳墓からの
出土量も無視できない．
　Ⅱ類が包含される Group SIIIC は本州以南の日
本列島では古墳時代後期末 (6 世紀末～ 7 世紀初
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( 図 5)．MgO や CaO の含有量が少なく，Al2O3

の含有量が多い点が特徴である．こうした特徴は，
Oga・Tamura(2013) における材質の分類では
Group SII に該当するものである．製作技法が引
き伸ばし法で，銅で着色された淡青色半透明を呈
することや，TiO2 の含有量が多い点から，Group 
SII の中でも Group SIIB に特定される．目梨泊遺
跡のⅠ類は Group SIIB として典型的な特徴を具
備する．
　Ⅱ類の材質は MgO: 3.7 ～ 4.4%，K2O: 2.8 ～
3.2%，CaO: 5.7 ～ 7.8%，Al2O3: 2.0 ～ 3.3%の範
囲にまとまる ( 図 5)．MgO および K2O の含有
量がともに 1.5%を超えており，CaO の含有量が
多いことが特徴である．こうした特徴は，Oga・
Tamura(2013) における材質の分類では Group 
SIII に該当するものである．製作技法が変則的
な引き伸ばし法で，MgO および K2O の含有量が
Group SIII としては比較的多い領域にまとまるこ
とから，Group SIII の中でも Group SIIIC に特定
される．数量的には，Group SIIIC ではコバルト
で着色された紺色透明を呈するものが最も多い
が，銅で着色された淡青色半透明を呈する個体
も一定数が認められる．銅で着色された Group 
SIIIC においては，材質が異なる銅着色のガラス
よりも PbO の含有量が多く，微量の SnO2 が含
まれる点が特徴である ( 田村 2012)．目梨泊遺跡
のⅡ類は Group SIIIC として典型的な特徴を具備
する．
　Ⅲ類は，不規則な色むらが認められ，夾雑物も

図 6．94 報 fig36-4 の蛍光 X 線分析による元素マッピング

Photo Cu

Pb Sn
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頭 ) に初めて出現し，その流入期間は非常に短い
と考えられる．画期を象徴する事例として，奈
良県牧野古墳および飛鳥寺塔心礎出土例が挙げ
られる．流通量が比較的多く，目視による認定
も容易であることから，時期的な指標としての
有用性が高い ( 大賀 2010)．Group SIIB とは異
なり，着色技法による出現時期の相違は認めら
れない．
　Ⅲ類に関しては，材質と製作技法の両者が共通
する類例が認められないことから，直接的に流通
時期を限定することはできない．しかし，その製
作において，Group SIIB に帰属すると考えられ
るガラス小玉が使用されることから，年代的な位
置付けもⅠ類に準じる可能性が高い．
　以上の検討は，個々のガラス小玉に関して，種
類ごとに出現時期と主要な流通時期を概観したも
のである．それらの認識は，それぞれのガラス小
玉を出土した遺構の上限を示す．ただし，1 号墓
ではⅠ類とⅡ類が共伴しており，埋葬時期の上限
は後続するⅡ類の存在によって規定される．1 号
墓の埋葬時期は 8 世紀前半頃と想定されること
から，Ⅱ類の存在によって規定される上限値と矛
盾はしない．
　一方，想定される年代の下限に関しては，上限
ほど明確な限定は困難である．多量にまとまった
出土であるならば，主要な流通時期から大きく隔
たる可能性は考えにくいが，目梨泊遺跡の各例の
ような数点ずつの出土であるならば，偶発的に生
じた伝世現象である可能性を否定し難いからであ
る．特に，Group SIIB や Group SIIIC のように流
通量が多い種類に関しては，そうした可能性を考
慮しておく必要がある．せいぜい，主要な流通時
期から時期的に隔たるほど蓋然性が漸減していく
ことが想定される程度である．
　ただし，以上の考察には，いくつかの重大な
留保が必要である．まず，時期的変化は，パター
ンが明確となっている本州以南の日本列島の状
況を前提としている．しかし，オホーツク文化
のように，本州以南の日本列島を介さずにガラ
ス小玉が流入した可能性が想定される場合には，
時期的変化のパターン自体が相違する可能性を
考慮する必要がある．本州以南の日本列島にお

ける時期的変化自体が，自律的な変化というよ
りも，他地域における流通関係の変化が直接的
に反映された結果である側面が強いので，全く
異なる時期的変化のパターンは想定し難いが，
細部の異同に関しては今後の検討に委ねなけれ
ばならない．
　もう一つは，それぞれの材質ごとの流通状況に
おける地域性の問題である．特に，流通量の多寡
や，一定期間の伝世品を含めて一般的に出土が認
められる時期の下限に関しては，本州以南の日本
列島内部においても地域差が著しい．すなわち，
想定される流入経路と連動して，年代的な位置付
けの蓋然性も変動する．関連する状況は次節で具
体的に触れる．

(3) 流入経路
　目梨泊遺跡では，ともに 8 世紀前半頃と想定
される 1 号墓からⅠ類およびⅡ類，23 号墓から
Ⅲ類のガラス小玉が出土した．遺跡全体の消長を
考慮すれば，包含層から出土したⅢ類に関しても
8 ～ 9 世紀に副葬もしくは廃棄された可能性が高
い．こうした年代観を前提に，周辺地域の状況を
概観する．
　まず，北海道内で併存する擦文文化の遺跡では
ガラス小玉がほとんど出土しないことから，目梨
泊遺跡のガラス小玉が擦文文化の集団から入手さ
れた可能性は乏しい．擦文文化においても，金属
製品に関しては本州産の武器類を中心に多量に流
入している．しかし，理由は不明であるが，玉類
の出土は全般的に希薄で，かつて江別市兵村のい
わゆる北海道式古墳から勾玉が 10 数点出土した
ことが伝えられる程度である ( 後藤 1932; 後藤 
1934a; 1934b)．
　一方，東北北部では太平洋岸を中心にして，
いわゆる末期古墳に大量のガラス小玉が副葬さ
れている．代表的な事例として，八戸市丹後平
古墳群 ( 八戸市教委 1991; 2002) やおいらせ町
阿光坊古墳群 ( おいらせ町教委 2007) が挙げら
れる．東北北部の末期古墳は 7 世紀後半に造営
が開始され，8 世紀に最も盛行することから，
流入経路としての条件を備えている．しかし，
ガラス小玉の構成を考慮すると，不整合な点が



多い．まず，東北北部の末期古墳から出土する
ガラス小玉は，鋳型を使用して再生されたもの
が圧倒的に多く，約 80%を占める ( 大賀 2010)．
残りも，コバルトで着色された紺色の Group 
SIIIB や Group SIIIC が 中 心 で あ る． 銅 着 色 の
Group SIIIC や Group SIIB も存在しないわけでは
ないが，全体に占める割合は非常に小さい．また，
管見ではⅢ類のガラス小玉の出土が認められな
い．目梨泊遺跡ではⅠ類およびⅡ類はすべて 1
号墓から出土しており，むしろⅢ類の方が普遍
的な存在であった可能性が高いことから，Ⅲ類
の不在は無視し難い．ちなみに，ガラス小玉の
組成における以上のような特徴は 7 世紀～ 8 世
紀の東日本全域で共通しており，同じ理由から
目梨泊遺跡のガラス小玉の流入経路として相応
しいとは言えない．
　オホーツク文化の荷担者については，律令政府
との直接的な接触も想定されているので，畿内の
様相にも触れておく．8 世紀に入ると，畿内周辺
では墳墓へのガラス小玉の副葬はほぼ認められな
くなり，寺院や都城での祭祀的な場面における使
用が中心となる．また，ガラス小玉の種類は全く
異なり，7 世紀後半に国産化された鉛ガラスがほ
とんどとなっている．また，7 世紀後半以降の畿
内で生産された玉類は，畿外へ搬出されること自
体が稀であり，目梨泊遺跡のガラス小玉の流入経
路としては考え難い．
　最後の可能性として，中国大陸が挙げられる．
確かに，靺鞨もしくは渤海に関わると考えられ
る墳墓からは少なからずガラス小玉の出土が認
められる ( 菊池 1976)．最近，報告書が刊行さ
れた中国吉林省の六頂山墳墓群 ( 吉林省文物考
古研究所ほか 2012; 宋 2008)，黒竜江省の虹
鱒魚場墳墓群 ( 黒竜江省文物考古研究所 2009; 
姜 2011)，ロシアのチェルニャチノ 5 墳墓群
( 姜 2013) などでは出土した玉類の中心となる
のは瑪瑙製であるが，それに加えてガラス小玉
の出土が散見される．記載は極めて簡略で分類
的な比較は困難であるし，材質の誤記も目立つ
が，確かに流入経路の候補として検討する必要
がある．提示された僅かな図版から見ると，重
層ガラス玉や変則的な引き伸ばし法によって製

作されたと考えられる扁平なガラス小玉が散見
される点が注意される．このことは，当該地域
で流通するガラス小玉の中心が，内陸ルートを
経由して流入した植物灰タイプのソーダガラス
(Group SIII) であることを示唆している．ただし，
目梨泊遺跡のⅢ類に該当するようなガラス小玉
の出土例は見出せていない．
　以上のように，目梨泊遺跡から出土したガラ
ス小玉の流入経路として，積極的に提示できる
地域は見出されていない．しかし，本州以南の
日本列島において流通しているガラス小玉の構
成や時期的変化もしくは地域性はほぼ明らかと
なっており，候補となる地域が日本列島の内部
に発見される可能性は乏しいと考えている．

結語
　以上，目梨泊遺跡から出土したガラス小玉を製
作技法と材質からⅠ～Ⅲ類に区分し，それぞれの
製作および流入時期や流入経路について検討を
行ってきた．その結果，製作時期は 8 世紀前半
頃と想定される副葬時期と矛盾しないことが確認
された．また，流入経路を特定することはできな
かったが，併行する時期における本州以南の日本
列島の様相とは相違が著しいことから，大陸から
の直接的な流入の蓋然性が高いものと判断した．
現状では，先行研究における推定を追認するもの
である．
　今後は，大陸における事例について詳細な調査
を行い，分類論的に対応する種類が実在すること
を確認していく必要がある．さらに，同様な時期
に大陸から流入したと推定されるにもかかわら
ず，日本列島内部における分布状況が全く異なる
錫製品のような財も存在するので ( 小嶋 1996)，
大陸側における地域性なども注視しておかなけれ
ばならない．
　また，本稿では目梨泊遺跡出土のガラス小玉の
みを調査対象としたが，他にもいくつかオホーツ
ク文化に属する可能性が指摘されるガラス小玉が
存在する．それらに関しても，分類論的な比較研
究を進めていく必要がある．特に，時期的に先行
する道北地域の該当例は，流入経路に関しても異
なる判断を想定している．
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遺構 番号 測定
箇所 色調 製作技法 直径

(mm)
厚さ
(mm) Na2O MgO

1 1 号墓 94 報 fig 36-2 1 淡青緑色半透明 変則的引き伸ばし 5.00 3.20 14.0 3.7

2 1 号墓 94 報 fig 36-3 1 淡青色半透明 引き伸ばし 6.00 3.35 18.0 0.8

3 1 号墓 94 報 fig 36-4 1 淡青緑色半透明 変則的引き伸ばし 5.85 3.10 13.8 4.3

4 1 号墓 94 報 fig 36-5 1 淡青色半透明 引き伸ばし 5.55 3.95 14.1 0.8

5 1 号墓 94 報 fig 36-6 1 淡青色半透明 引き伸ばし 5.50 4.80 12.7 0.8

6 1 号墓 94 報 fig 36-7 1 淡青色半透明 変則的引き伸ばし 5.45 3.25 16.1 4.4

7 23号墓 94 報 fig 79-2

1 淡青色半透明

二次的 7.70 6.55

17.7 0.4

2 淡青色半透明 19.3 0.6

3 淡青色半透明 17.8 0.4

平 均 18.3 0.5
標 準 偏 差 0.9 0.1

8 23号墓 94 報 fig79-3

1 淡青色半透明

二次的 7.40 6.15

18.1 0.2

2 淡青色半透明 17.1 0.3

3 淡青色半透明 18.3 0.5

平 均 17.8 0.3
標 準 偏 差 0.6 0.2

9 包含層 94 報 fig155-12

1 淡青色半透明

二次的 8.80 6.85

17.7 0.4

2 淡青色半透明 17.8 0.4

3 淡青色半透明 18.3 0.4

平 均 17.9 0.4
標 準 偏 差 0.3 0.0

10 包含層 94 報 fig155-13

1 淡青色半透明

二次的 8.00 6.00

17.4 0.4

2 淡青色半透明 17.0 0.3

3 淡青色半透明 16.9 0.4

平 均 17.1 0.4
標 準 偏 差 0.2 0.1

11 包含層 88 報 fig38-1

1 淡青色半透明

二次的 7.75 6.20

17.5 0.6

2 淡青色半透明 17.2 0.6

3 淡青色半透明 16.7 0.6

平 均 17.1 0.6
標 準 偏 差 0.4 0.0

※ ス タ ン ダ ー ド レ ス の F P 法 に よ る 計 算 値

　 　重 量 濃 度　(% )

Al2O3 SiO2 P2O5 K2O CaO TiO2 MnO Fe2O3 CoO CuO ZnO PbO Rb2O SrO ZrO2 SnO2
※

3.3 67.7 0.2 3.1 5.7 0.10 0.03 0.60 0.01 0.83 0.02 0.57 0.02 0.03 0.04 0.8

7.5 66.7 0.1 2.0 1.9 0.52 0.11 1.28 0.02 0.70 0.01 0.11 0.00 0.03 0.06 0.2

2.0 67.0 0.3 2.8 7.8 0.09 0.05 0.64 0.02 0.80 0.00 0.29 0.01 0.05 0.06 0.9

6.4 72.1 0.3 1.9 1.9 0.73 0.05 1.28 0.01 0.30 0.01 0.03 0.02 0.04 0.07 0.2

8.0 71.2 0.2 2.5 1.9 0.55 0.12 1.33 0.03 0.47 0.01 0.11 0.01 0.04 0.06 0.2

2.7 65.1 0.2 3.2 6.0 0.10 0.04 0.56 0.01 0.89 0.01 0.44 0.01 0.04 0.05 0.8

9.3 66.1 0.1 1.7 1.9 0.55 0.08 0.93 0.01 0.83 0.04 0.18 0.02 0.03 0.08 0.1

9.2 64.4 0.2 1.6 2.0 0.53 0.11 0.92 0.03 0.74 0.03 0.15 0.01 0.04 0.07 0.1

9.3 65.6 0.2 1.7 2.0 0.61 0.11 0.94 0.02 0.94 0.04 0.19 0.00 0.03 0.10 0.1

9.3 65.4 0.2 1.7 2.0 0.58 0.10 0.93 0.02 0.84 0.04 0.17 0.01 0.03 0.08
0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.03 0.02 0.01 0.01 0.10 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02
7.2 69.3 0.1 1.3 1.6 0.40 0.06 0.64 0.01 0.95 0.01 0.12 0.00 0.02 0.06 0.1

7.1 69.8 0.1 1.3 1.7 0.47 0.09 0.89 0.03 0.79 0.01 0.16 0.03 0.03 0.09 0.1

7.4 68.0 0.4 1.3 1.6 0.45 0.09 0.69 0.02 0.88 0.01 0.11 0.00 0.03 0.09 0.1

7.2 69.0 0.2 1.3 1.6 0.44 0.08 0.74 0.02 0.87 0.01 0.13 0.01 0.03 0.08
0.1 0.9 0.2 0.0 0.0 0.04 0.02 0.13 0.01 0.08 0.00 0.03 0.02 0.01 0.02
9.5 65.5 0.1 3.3 1.3 0.54 0.08 0.58 0.02 0.60 0.02 0.06 0.01 0.04 0.23 0.0

9.6 65.1 0.2 3.3 1.4 0.58 0.08 0.60 0.03 0.62 0.02 0.06 0.01 0.02 0.16 0.0

9.7 64.4 0.3 3.4 1.4 0.57 0.07 0.61 0.02 0.66 0.02 0.06 0.00 0.03 0.14 0.0

9.6 65.0 0.2 3.3 1.4 0.56 0.08 0.60 0.02 0.63 0.02 0.06 0.01 0.03 0.18
0.1 0.6 0.1 0.1 0.1 0.02 0.01 0.02 0.01 0.03 0.00 0.00 0.01 0.01 0.05
10.1 64.9 0.1 3.8 1.3 0.39 0.03 0.48 0.00 0.86 0.01 0.08 0.02 0.03 0.05 0.1

10.1 64.8 0.2 3.8 1.5 0.46 0.07 0.55 0.02 1.01 0.01 0.08 0.02 0.05 0.03 0.1

10.5 64.5 0.3 3.8 1.4 0.42 0.04 0.55 0.02 0.83 0.01 0.09 0.02 0.04 0.15 0.1

10.3 64.7 0.2 3.8 1.4 0.42 0.05 0.53 0.01 0.90 0.01 0.08 0.02 0.04 0.08
0.2 0.2 0.1 0.0 0.1 0.04 0.02 0.04 0.01 0.10 0.00 0.01 0.00 0.01 0.06
10.4 63.5 0.1 2.2 2.6 0.35 0.08 1.13 0.03 1.19 0.01 0.13 0.01 0.04 0.11 0.1

10.4 63.7 0.2 2.3 2.7 0.36 0.07 1.13 0.03 1.07 0.01 0.12 0.01 0.04 0.11 0.1

10.2 64.7 0.1 2.2 2.7 0.30 0.05 1.07 0.01 1.06 0.01 0.10 0.03 0.04 0.13 0.1

10.3 64.0 0.1 2.2 2.7 0.34 0.07 1.11 0.02 1.11 0.01 0.12 0.02 0.04 0.12
0.1 0.6 0.0 0.1 0.0 0.03 0.02 0.03 0.01 0.07 0.00 0.02 0.01 0.00 0.01

表 1．蛍光 X 線分析結果

32 枝 幸 研 究 6 (2015)



　 　重 量 濃 度　(% )

Al2O3 SiO2 P2O5 K2O CaO TiO2 MnO Fe2O3 CoO CuO ZnO PbO Rb2O SrO ZrO2 SnO2
※

3.3 67.7 0.2 3.1 5.7 0.10 0.03 0.60 0.01 0.83 0.02 0.57 0.02 0.03 0.04 0.8

7.5 66.7 0.1 2.0 1.9 0.52 0.11 1.28 0.02 0.70 0.01 0.11 0.00 0.03 0.06 0.2

2.0 67.0 0.3 2.8 7.8 0.09 0.05 0.64 0.02 0.80 0.00 0.29 0.01 0.05 0.06 0.9

6.4 72.1 0.3 1.9 1.9 0.73 0.05 1.28 0.01 0.30 0.01 0.03 0.02 0.04 0.07 0.2

8.0 71.2 0.2 2.5 1.9 0.55 0.12 1.33 0.03 0.47 0.01 0.11 0.01 0.04 0.06 0.2

2.7 65.1 0.2 3.2 6.0 0.10 0.04 0.56 0.01 0.89 0.01 0.44 0.01 0.04 0.05 0.8

9.3 66.1 0.1 1.7 1.9 0.55 0.08 0.93 0.01 0.83 0.04 0.18 0.02 0.03 0.08 0.1

9.2 64.4 0.2 1.6 2.0 0.53 0.11 0.92 0.03 0.74 0.03 0.15 0.01 0.04 0.07 0.1

9.3 65.6 0.2 1.7 2.0 0.61 0.11 0.94 0.02 0.94 0.04 0.19 0.00 0.03 0.10 0.1

9.3 65.4 0.2 1.7 2.0 0.58 0.10 0.93 0.02 0.84 0.04 0.17 0.01 0.03 0.08
0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.03 0.02 0.01 0.01 0.10 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02
7.2 69.3 0.1 1.3 1.6 0.40 0.06 0.64 0.01 0.95 0.01 0.12 0.00 0.02 0.06 0.1

7.1 69.8 0.1 1.3 1.7 0.47 0.09 0.89 0.03 0.79 0.01 0.16 0.03 0.03 0.09 0.1

7.4 68.0 0.4 1.3 1.6 0.45 0.09 0.69 0.02 0.88 0.01 0.11 0.00 0.03 0.09 0.1

7.2 69.0 0.2 1.3 1.6 0.44 0.08 0.74 0.02 0.87 0.01 0.13 0.01 0.03 0.08
0.1 0.9 0.2 0.0 0.0 0.04 0.02 0.13 0.01 0.08 0.00 0.03 0.02 0.01 0.02
9.5 65.5 0.1 3.3 1.3 0.54 0.08 0.58 0.02 0.60 0.02 0.06 0.01 0.04 0.23 0.0

9.6 65.1 0.2 3.3 1.4 0.58 0.08 0.60 0.03 0.62 0.02 0.06 0.01 0.02 0.16 0.0

9.7 64.4 0.3 3.4 1.4 0.57 0.07 0.61 0.02 0.66 0.02 0.06 0.00 0.03 0.14 0.0

9.6 65.0 0.2 3.3 1.4 0.56 0.08 0.60 0.02 0.63 0.02 0.06 0.01 0.03 0.18
0.1 0.6 0.1 0.1 0.1 0.02 0.01 0.02 0.01 0.03 0.00 0.00 0.01 0.01 0.05
10.1 64.9 0.1 3.8 1.3 0.39 0.03 0.48 0.00 0.86 0.01 0.08 0.02 0.03 0.05 0.1

10.1 64.8 0.2 3.8 1.5 0.46 0.07 0.55 0.02 1.01 0.01 0.08 0.02 0.05 0.03 0.1

10.5 64.5 0.3 3.8 1.4 0.42 0.04 0.55 0.02 0.83 0.01 0.09 0.02 0.04 0.15 0.1

10.3 64.7 0.2 3.8 1.4 0.42 0.05 0.53 0.01 0.90 0.01 0.08 0.02 0.04 0.08
0.2 0.2 0.1 0.0 0.1 0.04 0.02 0.04 0.01 0.10 0.00 0.01 0.00 0.01 0.06
10.4 63.5 0.1 2.2 2.6 0.35 0.08 1.13 0.03 1.19 0.01 0.13 0.01 0.04 0.11 0.1

10.4 63.7 0.2 2.3 2.7 0.36 0.07 1.13 0.03 1.07 0.01 0.12 0.01 0.04 0.11 0.1

10.2 64.7 0.1 2.2 2.7 0.30 0.05 1.07 0.01 1.06 0.01 0.10 0.03 0.04 0.13 0.1

10.3 64.0 0.1 2.2 2.7 0.34 0.07 1.11 0.02 1.11 0.01 0.12 0.02 0.04 0.12
0.1 0.6 0.0 0.1 0.0 0.03 0.02 0.03 0.01 0.07 0.00 0.02 0.01 0.00 0.01
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